
平成 29 年度 第 82 回 大学院セミナー 
 

平成 30 年 1 月 12 日 

■先端医療科学特論（基礎編）         □先端医療科学特論（臨床編） 
□先端新興感染症病態制御学特論      □先端放射線医療科学特論 

 

講 座 名 

 
(責任者名)(内線) 

 

先進予防医学共同専攻 地域医療学分野 
責任者名(前田隆浩 ) 内線(7189) 

 

演   題 

 

がんの疫学研究：古典的研究～分子疫学研究 

講 師 等 

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 

国際離島医療学分野／国際島嶼医療学講座 教授 

嶽崎 俊郎 先生 

概要 

 がんに関する観察的疫学研究は、死亡率や罹患率の経年変化や地域比

較、要因分布との比較など記述疫学的研究から、症例・対照研究やコー

ホート研究などの分析疫学研究、さらに血液や DNA を用いた分子疫学研

究へ、解析方法とともに発展してきた。しかし、未だ、記述疫学など古

典的な方法も重要な位置を占めており、収集される情報の質も向上して

いる。 

 本セミナーでは、演者が関わってきたがんの疫学研究を例に示しなが

ら、古典的な疫学研究から分子疫学研究までのデータ収集のコツや留意

点、解析方法について紹介する。 

開 催 日 時 

 

平成 30 年 2 月 8 日（木 ） 

18：00 ～19：30 

場 所 ポンぺ会館セミナー室 

備 考 

 


